
 

 (41)

大 阪 歴 史 博 物 館  研 究 紀 要

第12号 (41)－(66)ページ 2014年2月

 
 

 

「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
の
開
催
と
鴻
池
家
に
よ
る
秘
蔵
品
の
出
品 

 

中
野 

朋
子 

  

 

要
旨 

鴻
池
善
右
衞
門
家
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
服
飾
に
付
随
す
る
「
第
二
回 

臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
出
品
の
題
箋
を
手
が
か
り
と
し
て
、

昭
和
八
年
お
よ
び
九
年
に
開
催
さ
れ
た
「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
の
開
催
経
緯
な
ら
び
に
昭
和
七
年
陸
軍
特
別
大
演
習
と
そ
れ
に
伴
う
大
阪

へ
の
行
幸
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
ま
た
、「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
に
鴻
池
家
か
ら
出
品
さ
れ
た
作
品
と
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と

も
に
、
明
治
期
以
降
の
鴻
池
家
に
お
け
る
染
織
・
服
飾
品
の
展
観
へ
の
出
品
履
歴
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
同
時
に
明
治
後
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け

て
の
美
術
工
芸
史
研
究
を
進
め
る
上
で
、
今
後
注
目
す
べ
き
着
眼
点
も
提
示
し
た
。 

 

   
 
 

は
じ
め
に 

  

大
阪
歴
史
博
物
館
で
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
度
に
鴻
池
善
右
衞
門
家
か
ら
大

阪
市
へ
寄
贈
を
受
け
た
服
飾
な
ら
び
に
染
織
資
料
を
保
管
し
て
い
る
（
以
下
、「
鴻
池
家

資
料
」
と
い
う
）。
そ
れ
ら
は
概
ね
十
八
世
紀
中
葉
か
ら
十
九
世
紀
末
頃
ま
で
の
間
に
同

家
で
使
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
資
料
群
で
あ
る
が
、
そ
の
服
飾
資
料
の
う
ち
「
茶
地

松
皮
菱
取
り
に
秋
草
文
刺
繍
小
袖
」（
写
真
①
）、
「
紅
地
流
水
に
遠
山
桜
文
刺
繍
打
掛
」

（
写
真
②
）
な
ら
び
に
「
紙
子
羽
織
」（
写
真
③
）
の
三
作
品
に
、
幅
八
・
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
長
さ
三
十
八
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
和
紙
製
題
箋
が
附
属
し
て
い
る
（
写

真
④
）。「
第
二
回 

臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
の
角
印
が
捺
さ
れ
た
題
箋
で
あ

る
（
写
真
⑤
）。
鴻
池
家
は
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
の
「
松
筠
亭
蔵
品
」
の
売
立
に

よ
っ
て
「
鴻
池
名
物
」
と
呼
ば
れ
る
美
術
品
を
世
に
出
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
じ
つ
は
、
売
立
よ
り
以
前
の
時
期
に
も
同
家
が
所
蔵
す
る
美
術
品
は
さ
ま
ざ
ま
な

展
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室
に
残
さ
れ
る
記
録
類
か
ら

把
握
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
現
存
記
録
類
の
中
に
は
「
第
二
回 

臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵

品
展
覧
会
」
へ
の
出
品
記
録
は
見
あ
た
ら
な
い(

１)

。 

 
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
の
大
阪
は
美
術
振
興
を
目
的
と
し
て
「
名
家
」

な
ど
に
よ
る
「
秘
蔵
品
」
の
公
開
や
芸
術
奨
励
活
動
が
比
較
的
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

時
期
に
あ
た
る
。
そ
の
こ
と
は
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
一
月
に
設
け
ら
れ

た
「
日
本
美
術
協
会
大
阪
支
会
」
の
規
則
で
あ
る
「
日
本
美
術
協
会
大
阪
支
会
規
則
」
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第
一
章
目
的
第
一
条
に
「
本
会
ノ
目
的
ハ
本
邦
ノ
美
術
ヲ
振
興
ス
ル
ニ
有
リ
」
と
明
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
日
本
美
術
協
会
大
阪
支
会
の
会
員
は
「
名
誉

会
員
」
以
下
「
特
別
会
員
」「
奨
励
会
員
」「
通
常
会
員
」
の
四
種
に
区
分
さ
れ
、
こ
の

う
ち
「
奨
励
会
員
」
は
「
毎
月
壹
円
ヲ
納
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
」（
第
七
条
）
と
定
め
ら
れ
て

い
た(

２)

。
大
阪
歴
史
博
物
館
に
残
る
「
日
本
美
術
協
会
大
阪
支
会
奨
励
会
員
名
簿
」（
写

真
⑥
）
は
平
瀬
亀
之
輔
が
同
支
会
会
長
を
務
め
た
時
期
の
名
簿
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ

る
と
、
当
時
の
奨
励
会
員
数
は
一
七
九
名
を
数
え
て
お
り
、
当
時
大
阪
の
政
財
界
に
名

を
知
ら
れ
る
人
々
が
そ
の
名
を
連
ね
て
い
る
。
同
様
に
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
五

月
に
大
阪
城
天
守
閣
を
会
場
に
社
団
法
人
大
阪
府
工
芸
協
会
設
立
十
周
年
記
念
の
た
め

に
大
阪
に
お
け
る
故
工
芸
技
術
者
及
び
工
芸
助
長
功
労
者
の
追
彰
式
の
挙
行
に
あ
た
り

編
纂
さ
れ
た
「
郷
土
名
工
並
助
長
奨
励
功
労
者
小
伝
」
を
見
る
と
、「
名
工
」
と
し
て
追

彰
さ
れ
た
職
人
が
六
十
四
名
、「
工
芸
助
長
奨
励
功
労
者
」
二
十
一
名
の
名
が
挙
げ
ら
れ

て
お
り(

３)

、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
大
阪
に
お
け
る
美
術
振
興
の
盛
ん

な
様
子
が
理
解
さ
れ
る
。 

 

で
は
「
第
二
回 

臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
は
、
そ
う
し
た
大
阪
の
美
術
振

興
を
背
景
に
し
て
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
あ
る
の
か
、臨
幸
の
時
期
は
い
つ
か
、「
名
家
」

と
は
い
か
な
る
家
々
か
、
そ
う
し
た
疑
問
点
を
ひ
と
つ
ず
つ
解
明
し
な
が
ら
、
大
阪
に

お
け
る
美
術
品
展
観
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。 

 

（
一
）
「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
の
開
催
と
昭
和
天
皇
の
行
幸 

 

冒
頭
で
紹
介
し
た
「
第
二
回 

臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
と
は
如
何
な
る
展

覧
会
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
開
催
経
緯
と
内
容
か
ら
紐
解
い
て
い
く
。 

（
１
）
「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
開
催
の
契
機 

 

ま
ず
「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」（
以
下
、
「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」「
第

二
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
と
い
う
。）
の
記
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
二
冊
の
『
臨
幸
記
念
名

家
秘
蔵
品
展
覧
会
図
録
』(

４)

を
手
が
か
り
に
し
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。
そ
の
う
ち
、

第
一
回
展
図
録
の
巻
末
に
当
時
の
社
団
法
人
大
阪
商
工
協
会
長
小
畑
源
之
助
の
筆
に
な

る
跋
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る(

５)

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
天
皇
は
昭
和
七
年
（
一
九
三

二
）
十
一
月
に
挙
行
さ
れ
た
陸
軍
特
別
大
演
習
（
以
下
、「
大
演
習
」
と
い
う
）
の
統
監

後
「
特
に
産
業
御
奨
励
の
御
思
召
を
以
て
大
阪
府
貿
易
館
に
親
臨
」
し
た
。
当
時
「
商

都
」
と
呼
ば
れ
た
大
阪
は
そ
の
経
済
力
を
背
景
と
し
て
「
燦
然
た
る
町
人
文
化
を
建
設

し
て
全
国
に
覇
を
唱
え
、
永
年
培
ひ
た
る
商
工
の
富
力
」
を
も
っ
て
し
て
「
芸
術
の
粹

を
各
地
よ
り
蒐
集
」
し
た
結
果
「
工
芸
美
術
の
発
達
と
精
神
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る

と
こ
ろ
」
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
古
美
術
品
は
蒐
集
以
来
「
名
門
旧
家
に
伝
統
珍
蔵

せ
ら
れ
た
が
門
外
不
出
」
と
な
り
、「
容
易
に
鑑
賞
の
機
を
与
へ
ら
れ
」
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
昭
和
天
皇
の
大
阪
府
貿
易
館
へ
の
親
臨
と
い
う
機
会
を
得
た
こ
と
で
「
御
臨
幸

を
記
念
す
べ
く 

両
者
共
同
主
催
の
下
に 

名
家
秘
蔵
品 

展
覧
会
の
開
催
を
企
て 

名
門
諸
家
に
談
じ
て
其
の
秘
蔵
家
宝
の
出
陳
を
請
ひ
」
実
現
し
た
展
覧
会
が
「
第
一
回

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
「
御
臨
幸
後
他
に
使
用
せ
ず 

清

浄
そ
の
も
の
ゝ
如
き
館
内
に
展
列
し 

稍
も
す
れ
ば
現
代
に
堕
せ
ん
と
す
る
大
阪
の
天

地
に 

古
代
芸
術
の
精
華
を
憧
憬
す
る
の
機
会
を
与
え
ん
」
の
気
概
で
実
現
し
た
と
い

う
。
本
展
の
会
期
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
二
月
十
日
よ
り
十
六
日
ま
で
の
七
日
間

で
、「
公
開
期
間
中 

愛
好
家
並
に
斯
道
研
究
者
の
来
り
て
鑑
賞
す
る
も
の
三
千
余
名
に

上
」
り
、
公
開
さ
れ
た
「
珍
宝
」
は
「
総
数
二
百
余
点 

階
上
階
下
に
こ
れ
を
陳
列
し

て 
未
曾
有
の
盛
観
を
整
ふ
る
を
得
」、
「
社
会
を
裨
益
し
文
化
に
貢
献
せ
し
処
の
も
の

頗
る
大
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

昭
和
八
年
の
「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
の
成
功
を
受
け
、
翌
九
年
（
一
九
三
四
）

に
第
二
回
目
の
「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」（
以
下
、「
第
二
回
名
家
秘
蔵
品
展
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覧
会
」
と
い
う
）
が
開
催
さ
れ
た
。「
第
二
回
名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
の
跋
文
に
よ
る
と
、

日
本
は
昭
和
八
年
の
国
際
連
盟
脱
退
以
来
、
世
界
か
ら
孤
立
を
深
め
る
な
か
で
、
昭
和

天
皇
の
第
五
子
と
し
て
「
皇
太
子
殿
下
」
つ
ま
り
今
上
天
皇
が
誕
生
し
た
、
と
い
う
慶

事
に
「
大
阪
府
立
貿
易
館
に
於
て
、
大
阪
博
物
場
と
大
阪
商
工
協
会
の
共
同
主
催
で
、

臨
幸
記
念
第
二
回
名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
を
開
催
し
、
新
た
に
聖
躅
を
偲
び
、
ま
た
今
次

の
御
慶
瑞
を
祝
し
奉
り
、
併
せ
て
二
千
年
の
歴
史
あ
る
浪
花
の
文
化
を
顕
揚
し
た
い
と

企
て
」
て
の
展
覧
会
開
催
で
あ
り
、
そ
の
出
品
数
は
二
百
七
十
点
を
数
え
た(

６)

。 

 

「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
に
は
、
村
山
龍
平
氏
、
上
野
精
一
氏
、
野
村
徳
七
氏
、

山
口
吉
郎
兵
衛
氏
、
藤
井
善
助
氏
、
男
爵
鴻
池
善
右
衞
門
氏
、
阿
部
房
次
郎
氏
、
弘
世

助
太
郎
氏
、
男
爵
住
友
吉
左
衞
門
氏
（
掲
載
順
）
の
九
家
と
博
物
場
が
、
翌
年
開
催
さ

れ
た
「
第
二
回
名
家
秘
蔵
品
展
展
覧
会
」
に
は
、
磯
野
家
、
野
村
家
、
山
口
家
、
藤
井

家
、
鴻
池
男
爵
家
、
阿
部
家
、
弘
世
家
、
住
友
男
爵
家
（
掲
載
順
）
の
八
家
と
博
物
場

が
出
品
し
て
い
る
。
二
冊
の
『
名
家
秘
蔵
品
展
図
録
』
か
ら
は
、
各
家
か
ら
出
品
の
「
秘

蔵
品
」
は
、
第
一
回
、
第
二
回
と
も
に
日
本
あ
る
い
は
中
国
の
工
芸
作
品
や
絵
画
が
主

軸
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。(

７) 

 

こ
こ
か
ら
「
名
家
秘
蔵
品
展
」
開
催
の
契
機
と
な
っ
た
大
演
習
に
つ
い
て
概
略
を
振

り
返
っ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

（
２
）
昭
和
七
年
陸
軍
特
別
大
演
習
の
挙
行
と
昭
和
天
皇
行
幸 

 

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
一
月
、
大
阪
に
お
い
て
陸
軍
特
別
大
演
習
が
挙
行
さ
れ

た
。
本
大
演
習
の
挙
行
に
あ
た
り
、
昭
和
天
皇
は
統
監
の
た
め
に
大
阪
へ
臨
幸
、
十
一

月
十
日
か
ら
十
七
日
ま
で
大
阪
城
内
に
滞
在
し
た
。
昭
和
天
皇
は
滞
在
期
間
中
府
内
各

地
へ
の
巡
視
を
実
施
、
十
一
月
十
六
日
の
大
阪
府
立
貿
易
館
（
以
下
、「
貿
易
館
」
と
い

う
）
へ
の
臨
幸
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た(

８)

。
貿
易
館
の
前
身
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八

九
〇
）
十
一
月
十
五
日
に
設
立
さ
れ
た
大
阪
府
立
商
品
陳
列
所
（
以
下
、「
商
品
陳
列
所
」

と
い
う
）
で
、
前
年
三
月
に
大
阪
府
知
事
と
し
て
着
任
し
た
西
村
捨
三
（
一
八
四
三
～

一
九
〇
八
）(

９)

の
発
案
に
よ
り
貿
易
斡
旋
を
目
的
に
北
区
堂
島
浜
通
二
丁
目
（
現
在
の

北
区
堂
島
三
丁
目
田
蓑
橋
北
詰
）
に
創
立
さ
れ
た
。
商
品
陳
列
所
規
則
に
よ
る
と
、
同

所
は
「
通
商
貿
易
ノ
発
達
、
工
芸
技
術
ノ
改
良
、
発
明
考
案
ノ
奨
励
、
産
業
常
識
ノ
普

及
、
商
品
広
告
ノ
研
究
等
総
テ
商
工
業
ノ
発
達
進
展
ヲ
図
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
」（
第
一

条
）、
主
に
日
本
国
物
産
の
輸
出
を
増
進
す
る
と
と
も
に
外
国
品
輸
入
の
便
利
を
は
か
る

こ
と
、
国
内
商
業
の
発
達
を
助
け
る
と
と
も
に
府
下
の
工
業
の
拡
張
改
良
な
ど
を
掲
げ

設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
商
品
陳
列
室
、
荷
造
法
参
考
室
、
広

告
室
、
図
書
室
、
分
析
室
を
設
置
し
、
参
考
品
の
陳
列
、
海
外
事
情
通
信
員
の
設
置
と

海
外
商
情
の
視
察
、
定
時
ま
た
は
臨
時
の
機
関
誌
・
報
告
書
の
作
成
、
陳
列
諸
会
の
開

催
、
参
考
品
の
出
張
陳
列
、
講
演
会
の
開
催
、
商
品
広
告
の
研
究
、
産
業
知
識
の
涵
養
、

分
析
試
験
の
受
託
、
陳
列
品
の
府
下
営
業
者
へ
の
貸
渡
ま
た
は
分
与
の
実
施
な
ど
の
広

汎
な
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
基
本
的
に
は
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
の
毎
日
、

有
料
で
公
衆
の
縦
覧
が
許
可
さ
れ
た
。
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
商
務
課
、
調
査
課
、

陳
列
課
、
図
案
課
、
図
書
課
、
総
務
課
の
六
課
が
置
か
れ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
七
月
三
十
一
日
に
発
生
し
た
キ
タ
の
大

火
に
よ
っ
て
商
品
陳
列
所
は
類
焼
し
て
し
ま
う
。
焼
け
跡
に
仮
事
務
所
を
設
け
て
調
査

事
務
を
行
っ
た
が
商
品
陳
列
所
の
再
建
に
は
時
間
を
要
し
、
東
区
内
本
町
橋
詰
町
の
府

立
大
阪
博
物
場
内
へ
と
移
転
、
落
成
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
十
五
日
の
こ
と

で
あ
っ
た(

10)

。 

 

移
転
先
と
な
っ
た
博
物
場
は
、
江
戸
時
代
に
西
町
奉
行
所
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
に

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
四
月
に
設
置
さ
れ
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
府
立

大
阪
博
物
場
と
改
称
、
以
後
敷
地
を
拡
げ
事
務
所
、
陳
列
所
、
美
術
館
、
動
物
園
な
ど
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を
併
設
、
宮
内
省
御
物
や
寺
社
宝
物
の
展
観
な
ど
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た(

11)

。
こ
の
博

物
場
内
に
商
品
陳
列
所
を
併
設
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
商
品
改
良
や
産
業
発
展
に
関
わ

る
事
業
を
商
品
陳
列
所
が
、
展
示
会
・
品
評
会
な
ど
の
陳
列
事
業
は
博
物
場
が
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
移
転
後
の
商
品
陳
列
所
は
積
極
的
に
海
外
事
務
所
を
展
開
、
貿

易
振
興
へ
と
注
力
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

博
物
場
内
に
移
転
し
た
商
品
陳
列
所
を
初
め
て
訪
問
し
た
皇
族
は
当
時
の
摂
政
宮
、

つ
ま
り
の
ち
の
昭
和
天
皇
で
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
五
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
二
度
目
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
六
月
六
日
に
大
典
記
念
の
行
幸
に
際
し
て
、

そ
し
て
三
度
目
が
大
演
習
で
の
台
臨
と
な
っ
た
の
で
あ
る(

12)

。 

 

『
大
阪
府
記
録
』
に
よ
る
と
、
大
演
習
で
の
臨
幸
が
行
わ
れ
た
十
一
月
十
六
日
の
進

行
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

午
前
十
一
時
八
分
、
府
工
業
奨
励
館
へ
の
臨
幸
を
終
え
た
昭
和
天
皇
の
御
料
車
が
貿

易
館
に
到
着
、
花
岡
館
長
以
下
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
御
便
殿
で
休
憩
の
の
ち
、
府
知

事
よ
り
大
阪
府
下
の
貿
易
に
関
し
て
概
要
説
明
を
受
け
、
館
内
へ
出
発
。
貿
易
館
で
天

覧
さ
れ
た
品
は
府
下
六
百
二
十
九
人
が
出
品
し
た
輸
出
入
関
連
製
品
で
総
数
千
七
百
五

十
九
点
、
ほ
か
に
大
阪
府
下
の
歴
史
的
貿
易
資
料
な
ど
も
併
せ
陳
列
さ
れ
た
。
昭
和
天

皇
は
そ
れ
ら
の
説
明
を
受
け
、
時
折
「
御
下
問
ヲ
賜
リ
」
な
が
ら
「
長
時
間
ニ
亘
リ
テ

御
熱
心
ナ
ル
御
態
度
ヲ
以
テ
仔
細
ニ
御
巡
覧
」
し
た
の
ち
、
午
後
零
時
五
分
に
還
御
し

た
。 

 

（
３
）
昭
和
七
年
の
大
阪
臨
幸
に
お
け
る
「
天
覧
」
の
実
施 

 

と
こ
ろ
で
、
陸
軍
特
別
大
演
習
に
お
い
て
は
、
行
在
所
第
一
・
第
二
講
堂
に
お
い
て

物
産
が
、
府
庁
高
等
官
食
堂
に
お
い
て
は
府
勢
に
関
す
る
図
表
・
写
真
お
よ
び
関
連
品

が
、
府
立
堺
中
学
校
講
堂
に
お
い
て
は
府
下
学
校
生
徒
の
製
作
品
が
「
天
覧
」
さ
れ
て

い
る
。
特
に
行
在
所
に
お
い
て
天
覧
さ
れ
た
工
芸
品
は
「
イ
、
金
工
品
ノ
部
」
二
十
四

点
、「
ロ
、
漆
工
品
ノ
部
」
十
二
点
、「
ハ
、
木
竹
工
品
ノ
部
」
二
十
八
点
、「
ニ
、
彫
刻

品
ノ
部
」
六
点
、「
ホ
、
窯
業
品
ノ
部
」
五
点
、「
ヘ
、
紙
工
品
ノ
部
」
四
点
、「
ト
、
染

織
品
ノ
部
」
十
点
、「
チ
、
小
間
物
ノ
部
」
七
点
の
計
八
項
目
九
十
六
点
に
及
び
（
詳
細

は
《
表
③
昭
和
七
年
陸
軍
大
演
習 

行
在
所
天
覧
品
（
工
芸
品
）
》
を
参
照
の
こ
と
）、
そ

の
う
ち
二
十
六
点
が
天
皇
家
の
「
御
買
上
」
と
な
っ
て
い
る(

13)

。
参
考
ま
で
に
昭
和
四

年
（
一
九
二
九
）
に
昭
和
天
皇
が
大
阪
へ
臨
幸
し
た
際
の
天
覧
品
の
区
分
と
出
品
点
数

見
て
み
る
と
、
工
芸
品
は
「
一
、
金
属
工
芸
」
三
十
三
点
、「
二
、
髹
漆
工
芸
品
」
十
九

点
、「
三
、
彫
刻
工
芸
品
」
十
二
点
、「
四
、
木
工
芸
品
」
二
十
一
点
、「
五
、
竹
工
芸
品
」

十
一
点
、
「
六
、
窯
炉
工
芸
品
」
十
六
点
、
「
七
、
小
間
物
工
芸
品
」
十
四
点
の
七
項
目

百
二
十
六
点
が
出
品
さ
れ
、
う
ち
十
一
点
が
買
上
品
と
な
っ
た(

14)

。
両
者
を
比
較
す
る

と
、
昭
和
四
年
の
天
覧
に
比
べ
昭
和
七
年
の
天
覧
は
工
芸
品
の
出
品
が
約
二
十
四
％
減

少
し
て
い
る
こ
と
、
出
品
項
目
の
う
ち
、
昭
和
四
年
に
は
区
分
さ
れ
て
い
た
木
工
芸
品

と
竹
工
芸
品
が
統
合
さ
よ
び
れ
、
木
竹
工
ノ
部
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
新
た
に
紙
工
品

ノ
部
、
染
織
ノ
部
が
創
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。 

 

以
上
、
第
一
章
で
は
「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
の
開
催
概
要
と
昭
和
七
年

に
挙
行
さ
れ
た
陸
軍
特
別
大
演
習
な
ら
び
に
昭
和
天
皇
に
よ
る
大
阪
へ
の
行
幸
と
そ
れ

に
と
も
な
う
「
天
覧
」
に
つ
い
て
簡
潔
に
報
告
し
た
。
こ
の
う
ち
特
に
注
目
し
て
お
き

た
い
の
は
陸
軍
特
別
大
演
習
の
行
在
所
に
お
け
る
「
天
覧
品
」
で
、
工
芸
部
門
の
出
品

者
の
多
く
は
大
阪
の
近
代
工
芸
、
特
に
昭
和
戦
前
期
の
美
術
工
芸
の
担
い
手
と
考
え
て

よ
い
工
芸
家
で
あ
り
、
他
の
博
覧
会
や
美
術
工
芸
団
体
で
の
活
躍
が
把
握
で
き
て
い
る

製
作
者
も
多
く
見
い
だ
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
彼
ら
の
活
動
実
態
等
つ
い
て
は
稿
を
改
め

て
報
告
す
る
こ
と
と
し
、
第
二
章
に
お
い
て
は
「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
へ

の
鴻
池
家
か
ら
の
出
品
に
関
し
て
、
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
。 
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（
二
）
「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
へ
の
鴻
池
家
の
出
品 

（
１
）
「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
へ
の
出
品
と
作
品
の
詳
細 

 

す
で
に
第
一
章
第
一
節
で
述
べ
た
と
お
り
、「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
は
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
二
月
、
大
阪
府
立
貿
易
館
を
会
場
と
し
て
、
大
阪
府
立
貿
易
館
、
府
立

大
阪
博
物
館
、
社
団
法
人
大
阪
商
工
協
会
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
。

残
念
な
が
ら
、
鴻
池
合
資
会
社
に
残
さ
れ
た
資
料
中
に
「
名
家
秘
蔵
品
展
」
へ
の
出
品

記
録
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
の
図
録
か
ら
鴻
池
家
の
出
品

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

同
展
図
録
に
よ
れ
ば
、
鴻
池
男
爵
家
は
「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
に
「
名
物
裂
」

を
出
品
、「
書
付
」
一
枚
、
裂
箪
笥
一
棹
、
文
庫
一
合
、
名
物
裂
二
十
三
種
、
茶
入
一
種

の
写
真
が
十
六
頁
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
て
い
る(
15)

。
図
録
掲
載
作
品
の
う
ち
、
裂
箪
笥

に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
名
物
裂
と
「
書
付
」、
そ
し
て
裂
箪
笥
一
棹
（
写
真
⑦
）
は
、
近
年

個
人
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
作
品
の
現
状
を
確
認
す
る
と
、
図

録
に
掲
載
さ
れ
た
名
物
裂
二
十
三
種
の
う
ち
、
裂
箪
笥
収
納
品
と
し
て
伝
存
し
て
い
る

作
品
は
二
十
種
、
裂
箪
笥
に
は
ほ
か
に
六
十
七
種
が
伝
わ
る
た
め
裂
箪
笥
へ
の
収
納
総

計
は
八
十
七
種
を
数
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
図
録
掲
載
写
真
か
ら
は
「
書
付
」
と
見
え

る
も
の
は
じ
つ
は
「
箪
笥
袋
切
目
録
」
と
い
う
冊
子
の
奥
書
で
あ
る
こ
と
、「
箪
笥
袋
切

目
録
」
の
内
容
と
現
存
作
品
の
内
容
が
合
致
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
把
握
で
き
た
。
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
《
表
④
「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
鴻
池
家
出
品
作
品
一
覧
》
を
作

成
し
、
図
録
に
掲
載
さ
れ
た
名
物
裂
の
う
ち
名
称
の
判
明
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
明
示

し
た
の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。 

 

続
い
て
裂
箪
笥
と
名
物
裂
の
伝
来
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
目
録
の
奥
書
を
読
み
解
く

こ
と
と
し
よ
う
。
（
以
下
、
読
み
下
し
文
中
の
「
／
」
は
改
行
箇
所
を
示
す
） 

 

 

「
箪
笥
袋
切
目
録
」
奥
書 

 

宝
暦
之
頃
宗
知
居
士
／
御
調
被
為
果
候
目
／
録
書
其
後
品
数
相
加
／
候
上

 

手
数
相
立
見
紛
／
敷
相
成
候
ニ
付
書
改
候
也 

 

文
政
五
壬
午
年
季
秋
／
山
中
幸
澄 

 
 

 
 

筆
者
／
幸
年 

  

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
箪
笥
袋
切
目
録
」
の
作
成
時
期
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
秋
、

目
録
の
作
成
指
示
を
出
し
た
の
は
鴻
池
家
八
代
当
主
幸
澄
（
一
七
八
五
～
一
八
三
四
）、

目
録
の
筆
者
は
幸
年
と
な
っ
て
い
る
。
記
載
内
容
か
ら
は
、
幸
澄
に
よ
る
目
録
に
先
行

し
て
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
六
四
）
に
宗
知
居
士
こ
と
五
代
当
主
宗
益
が
名
物
裂

を
調
べ
作
成
し
た
目
録
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
「
其
後
品
数
相
加
候
」
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
現
存
作
品
の
総
て
が
宝
暦
年
間
ま
で
の
蒐
集
品
で
は
な
い
こ

と(

16)

、
「
年
数
相
立
、
見
紛
敷
相
成
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
五
代
宗
益
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
目
録
は
年
数
を
経
て
蒐
集
品
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
見
紛
ら
わ
し
く
な

っ
て
い
た
た
め
文
政
五
年
に
目
録
を
改
め
た
と
い
う
事
実
も
併
せ
確
認
で
き
る
。 

 

ち
な
み
に
、
こ
の
裂
箪
笥
と
は
別
に
鴻
池
家
に
伝
来
し
大
阪
市
へ
と
寄
贈
さ
れ
た
染

織
資
料
の
中
に
も
一
〇
〇
件
以
上
の
裂
類
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、

い
わ
ゆ
る
「
今
渡
裂
」「
新
渡
裂
」
と
称
さ
れ
る
江
戸
時
代
以
降
に
輸
入
さ
れ
た
裂
類
が

多
い
こ
と
、
長
尺
の
裂
が
多
く
伝
来
す
る
こ
と
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
大
き
く
切
り
取
ら
れ

て
い
る
裂
が
あ
り
そ
の
切
り
取
り
跡
に
「
文
政
六
年
七
月
」「
巾
七
寸 

丈
五
寸
」
な
ど

の
付
箋
が
附
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
裂
を
納
め
た
箱
に
入
手
年
や
入
手
価
格

が
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
史
料
的
な
意
味
合
い
が
強
く
、
鴻
池
家
の
名
物

裂
蒐
集
に
つ
い
て
解
明
し
て
い
く
上
で
注
目
さ
れ
る
資
料
群
と
な
っ
て
い
る
。 
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（
２
）
「
第
二
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
へ
の
出
品
と
作
品
の
詳
細 

 

続
い
て
「
第
二
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
へ
の
出
品
に
つ
い
て
見
て
い
く
。「
第
二
回 

臨

幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
は
、
前
述
の
と
お
り
「
皇
太
子
殿
下
の
御
誕
生
」
を
祝

し
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
大
阪
府
立
貿
易
館
を
会
場
に
、
大
阪
府
立
貿
易
館
、
大
阪
博

物
場
、
大
阪
商
工
協
会
の
三
者
共
催
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
あ
る
。
同
展
に
は
「
二

千
年
の
歴
史
あ
る
浪
花
の
文
化
を
顕
揚
し
た
い
」
と
の
意
図
も
含
め
ら
れ
、
出
品
数
は

二
百
七
十
点
に
及
ん
だ
。
図
録
に
は
「
第
二
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
の
開
催
期
間
が
明
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、「
皇
太
子
」
で
あ
る
継
宮
明
仁
親
王
の
誕
生
日
が
昭
和
八
年
（
一
九

三
三
）
十
二
月
二
十
三
日
で
あ
る
こ
と
、
図
録
の
発
行
日
が
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

四
月
十
五
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
昭
和
九
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の

期
間
に
開
催
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

「
第
二
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
図
録
に
は
鴻
池
家
か
ら
の
出
品
と
し
て
服
飾
品
が
「
男

物
」「
女
物
」
各
三
点
ず
つ
、
合
計
六
点
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
作
品

も
す
で
に
大
阪
市
へ
寄
贈
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

     

男
物
紙
子
羽
織 

裏
紅
海
黄 

ヒ
ダ
絹
縞
物 

 

（
写
真
⑧
） 

    

男
物
し
ゝ
゛
ら
織
紺
立
縞
一
重
物 

揚
羽
蝶
織
紋  

（
写
真
⑨
） 

    

女
物
薄
紅
繻
子
遠
山
ニ
桜
模
様
縫
打
掛 

裏
紅
海
黄 

（
写
真
⑩
） 

    

女
物
茶
地
絹
白
繻
子
松
皮
菱
縫
込
秋
草
模
様
刺
繍
打
掛 

     

裏
紅
海
黄
松
皮
菱
縫
込
秋
草
模
様
刺
繍 

 

（
写
真
⑪
） 

    

女
物
格
子
蘭
菊
純
子
地
斗
帳
桜
模
様
刺
繍
打
掛 

裏
紅
海
黄 

（
写
真
⑫
） 

    

男
物
茶
地
絹
の
し
め
袷
着
物 

裏
薄
水
色
海
黄 

 

（
写
真
⑬
） 

 

い
ず
れ
も
江
戸
後
期
に
仕
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
作
品
で
、
注
文
者
や
発
注
先
な

ど
は
不
詳
で
あ
る
。
出
品
作
品
中
に
は
鴻
池
家
の
家
紋
で
あ
る
「
五
ツ
山
」
を
生
地
に

織
り
込
ん
だ
別
注
品
な
ど
も
み
ら
れ
、
大
坂
を
代
表
す
る
豪
家
・
鴻
池
家
の
家
格
に
相

応
し
い
服
飾
品
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
こ
ま
で
二
度
に
わ
た
る
「
名
家
秘
蔵
品
展
」
へ
の
鴻
池
家
か
ら
の
出
品
内
容
を
概

観
し
て
き
た
こ
と
で
、
鴻
池
家
が
「
名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
に
名
物
裂
と
服
飾
品
を
出

品
し
た
の
は
何
故
か
、
同
家
所
蔵
の
染
織
品
は
頻
繁
に
展
覧
会
へ
出
品
さ
れ
た
の
か
、

と
い
う
疑
問
点
が
浮
か
ん
で
き
た
。
次
節
で
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。 

 

（
３
）
明
治
期
以
降
の
染
織
品
の
出
品 

 

鴻
池
家
で
は
江
戸
時
代
以
来
、
茶
道
具
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
類
の
管

理
を
厳
密
に
行
っ
て
き
た
。
明
治
期
に
な
る
と
、
鴻
池
家
伝
来
の
美
術
品
（
道
具
類
）

に
対
し
て
は
、
ざ
ま
ざ
ま
な
展
観
へ
の
出
品
要
請
が
寄
せ
ら
れ
、
同
家
で
は
そ
の
要
請

に
積
極
的
に
応
じ
て
い
た
こ
と
も
出
品
記
録
か
ら
把
握
可
能
で
あ
る(

17)

。 

 

鴻
池
家
に
現
存
す
る
最
も
早
い
出
品
記
録
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
か
ら
同
三
十

三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
か
け
て
の
記
録
で
あ
る
「
明
治
九
年
府
立
博
物
場
出
品
之
控
」

（
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室
蔵
）、
こ
れ
に
続
く
も
の
が
先
に
挙
げ
た
「
明
治
三
十
六
年
一

月
調 

博
覧
会
出
品
扣 

執
事
」
で
あ
る(

18)

。
但
し
、
こ
れ
ら
の
二
資
料
に
は
染
織
品

の
出
品
に
関
す
る
記
載
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。 

 

ほ
か
に
「
明
治
三
十
五
年 

八
番
蔵
道
具
出
入
扣 

執
事
」（
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室

蔵
、
以
下
「
八
番
蔵
道
具
出
入
扣
」
と
い
う
。
写
真
⑭
）、「
明
治
三
十
六
年
一
月
調 

博

覧
会
出
品
扣 

執
事
」（
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室
蔵
、
以
下
「
博
覧
会
出
品
扣
」
と
い
う
。

写
真
⑮
）、「
大
正
十
二
年 

展
覧
会
出
品
目
録
」（
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室
蔵
）(

19)

等
、

複
数
の
出
品
記
録
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
で
染
織
品
の
出
品
に
関
わ
る
記

録
は
「
八
番
蔵
道
具
出
入
扣
」
お
よ
び
「
博
覧
会
出
品
扣
」
に
確
認
で
き
る
。
年
代
順
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に
内
容
を
見
て
み
よ
う
。
明
治
維
新
後
初
め
て
名
物
裂
に
関
す
る
記
載
が
登
場
す
る
の

は
「
八
番
蔵
道
具
出
入
扣
」
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
（
写
真
⑯
）。 

  

明
治
四
十
年
四
月
十
九
日 

 

東
千
原 

（
カ
）

 

 

一
裂
鑑
箪
笥
小 

壱
棹 

 

右
瓦
別
邸
江
本
日
よ
り
来
訪
之
井
上
伯
へ
御
一
覧
之
為
出
ス 

 

立
会
開
庫 

芦
田
支
配
人
平
井
執
事 

 

「
瓦
別
邸
」
と
は
鴻
池
家
の
瓦
屋
橋
別
邸
、「
井
上
伯
」
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）

五
月
か
ら
鴻
池
家
お
よ
び
事
業
の
監
督
を
委
託
さ
れ
て
い
た
井
上
馨
（
一
八
三
六
～
一

九
一
五
）、
「
芦
田
支
配
人
」
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
一
月
二
十
八
日
付
で
鴻
池

銀
行
の
理
事
兼
支
配
人
に
就
任
し
た
芦
田
順
三
郎
の
こ
と
を
さ
す(

20)

。
つ
ま
り
、
鴻
池

家
の
所
有
す
る
瓦
屋
橋
別
邸
に
明
治
四
十
年
四
月
十
九
日
よ
り
滞
在
す
る
井
上
薫
侯
爵

に
「
裂
鑑
箪
笥
小 

壱
棹
」
を
み
せ
る
た
め
に
取
り
出
し
た
、
そ
の
開
庫
に
は
鴻
池
銀

行
の
芦
田
支
配
人
と
平
井
執
事
が
立
ち
会
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
時
の
「
裂
鑑
箪
笥
小
」
の
開
庫
は
一
般
的
な
展
覧
会
へ
の
出
品
と
は
性
格
が
異

な
り
、
井
上
馨
に
見
せ
る
た
め
だ
け
に
取
り
出
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
は
、
鴻

池
家
十
一
当
主
の
幸
方
自
ら
が
井
上
を
招
聘
し
、
鴻
池
家
の
経
営
改
革
が
早
急
に
進
め

ら
れ
て
い
る
時
期
に
あ
た
る(

21)

。
ま
た
、
鴻
池
家
の
家
と
事
業
双
方
の
監
督
を
行
う
立

場
に
あ
っ
た
井
上
馨
は
「
世
外
」
の
号
で
も
知
ら
れ
る
美
術
品
蒐
集
家
で
、
美
術
振
興

に
も
尽
力
し
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ(

22)

。
井
上
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
か

否
か
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
さ
れ
な
い
も
の
の
、
鴻
池
家
は
「
裂
鑑
箪
笥
小
」
を
わ
ざ

わ
ざ
瓦
屋
橋
の
別
邸
に
運
び
、
井
上
馨
に
閲
覧
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
記
録
を
読
む
と
次
の
よ
う
な
疑
問
点
が
生
じ
る
。 

 

ア
、
「
裂
鑑
箪
笥
小
」
は
ど
の
作
品
群
に
該
当
す
る
も
の
か 

 

イ
、
「
裂
鑑
箪
笥
小
」
の
他
に
「
大
」
が
存
在
す
る
の
か 

 

ウ
、
「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
出
品
の
裂
箪
笥
と
同
一
作
品
で
あ
る
か 

ア
、
イ
の
い
ず
れ
の
項
目
も
、
記
録
に
詳
細
な
記
載
が
含
ま
れ
て
い
な
い
以
上
検
証
は

難
し
い
。
た
だ
し
、
井
上
馨
へ
の
閲
覧
の
際
の
立
ち
会
い
記
録
か
ら
は
「
裂
箪
笥
小
」

を
厳
重
な
管
理
下
に
置
い
て
特
別
に
開
庫
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。ウ
に
つ
い
て
も
、

明
治
期
以
降
で
「
裂
鑑
箪
笥
」
の
出
入
に
関
す
る
記
録
は
本
件
が
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、

内
容
の
詳
述
も
な
く
、
ま
た
写
真
等
の
傍
証
資
料
も
な
い
こ
と
か
ら
、検
証
は
難
し
い
。

江
戸
時
代
後
期
ま
で
遡
れ
ば
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
「
道
具
虫
干
帖
」（
鴻
池
合

資
会
社
資
料
室
蔵
）「
六
月
十
九
日
晴
天
」
条
に
「
桐
文
庫
切
類
」
と
極
簡
潔
な
虫
干
し

の
記
載
が
あ
る(

23)

も
の
の
、
そ
れ
が
「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
出
品
の
裂
箪
笥
や
「
八

番
蔵
道
具
出
入
扣
」
の
「
裂
鑑
箪
笥
」
と
同
一
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
か
つ
て
鴻
池
家
に
は
「
裂
箪
笥
」
を
含
む
そ
の
他
の
名
物
裂
が
多
数
蒐
集
さ
れ
て

い
た(

24)

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
出
品
の
裂
箪
笥
が
「
八
番
蔵

道
具
出
入
扣
」
に
記
載
の
「
裂
鑑
箪
笥
」
と
は
別
の
箪
笥
で
あ
っ
た
可
能
性
も
念
頭
に

置
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
「
裂
鑑
箪
笥
」
は

す
で
に
鴻
池
家
を
離
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
検
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 

続
い
て
「
博
覧
会
出
品
扣
」
の
記
載
を
見
て
お
こ
う
。「
博
覧
会
出
品
扣
」
自
体
は
明

治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
か
ら
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
ま
で
用
い
ら
れ
た
出
品

控
え
帳
で
、
こ
こ
に
は
服
飾
品
の
出
陳
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
（
写
真
⑰
） 

  
一
裲
襠
三
枚 

 

金
蒔
画
文
庫
ニ
入 

 
 

但 
樺
色
地
紋
綸
子
壱
枚 

熨
斗
目
織
朱
子
腰
熨
斗
目
壱
枚 
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紋
綸
子
疋
田
絞
縫
壱
枚 

〆
三
枚 

 
一
御
定
紋
散
シ
金
蒔
絵
衣
桁 

壱
組
入 

壱
箱 

 
〆
裲
襠
入
文
庫
共
合
テ
参
点 

（
朱
書
）
無
事
同
八
月
十
八
日
戻
ル 

 [

上
部
割
書] 

前
同
断 

婦
人
館
／
婦
人
部
／
出
品
但
是
ハ
／
同
委
員
江
戸
／
堀
高
等
女
学
／
校
長
畠
田
／
繁
太

郎
氏
ヘ
渡
ス 

 

つ
ま
り
、「
裲
襠
三
枚
」
を
「
文
庫
」
に
入
れ
て
「
定
紋
散
シ
金
蒔
絵
衣
桁
」
と
と
も
に

出
品
し
た
と
い
う
も
の
で
、
服
飾
品
の
出
品
記
録
と
し
て
確
認
で
き
る
最
も
早
い
も
の

で
あ
る
。
出
品
に
際
し
て
は
大
阪
府
立
江
戸
堀
高
等
女
学
校
校
長
畠
田
繁
太
郎
ヘ
渡
し

て
い
る
。
江
戸
堀
高
等
女
学
校
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
三
月
に
江
戸
堀
高
等

女
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
同
年
四
月
西
区
の
大
阪
市
立
第
一
女
子
手
芸
学
校
で
開
校

し
た
。
初
代
校
長
が
こ
こ
に
登
場
す
る
畠
田
繁
太
郎
で
あ
る
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

七
月
に
新
築
中
で
あ
っ
た
木
造
校
舎
が
竣
工
し
、
西
区
市
岡
町
（
現
在
の
港
区
波
除
二

丁
目
）
に
移
転
、
九
月
に
は
大
阪
府
立
市
岡
高
等
女
学
校
と
改
称
し
て
い
る(

25)
の
で
、

鴻
池
家
か
ら
の
服
飾
品
の
出
品
は
遅
く
と
も
大
正
三
年
九
月
ま
で
の
間
と
な
る
が
、
記

事
に
は
日
付
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
記
事
上
部
の
割
書
に
「
前
同
断
」
と
あ

る
の
で
、
直
前
の
記
事
の
割
書
を
確
認
し
て
お
く
（
写
真
⑱
）。 

大
正
二
年
七
月
／
十
五
日
よ
り
天
王
寺
公
／
園
内
ニ
テ
開
会
／
之
大
阪
市
教
育
／
会
主

催
関
西
／
教
育
博
覧
会
／
エ
大
阪
府
知
事
／
大
久
保
利
和
様
／
之
懇
請
ニ
寄
／
出
品
ス

／
大
阪
府
庁
よ
り
／
品
受
取
ニ
／
参
ラ
レ
渡
ス 

つ
ま
り
、
こ
の
出
品
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
十
五
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で

天
王
寺
公
園
で
開
催
さ
れ
た
大
阪
市
教
育
会
主
催
の
関
西
教
育
博
覧
会
へ
の
出
品
で
あ

っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
同
展
は
日
本
最
初
の
教
育
博
覧
会
で
、
人
々
の
教
育
へ
の

理
解
を
深
め
る
行
事
と
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
出
品
者
は
一
二
一
八
人
、
出
品
数

は
一
万
九
六
〇
〇
余
点
、
入
場
者
数
は
四
四
万
六
二
〇
〇
余
人
に
及
ん
だ(

26)

。
割
書
に

よ
れ
ば
、
鴻
池
家
か
ら
の
出
品
作
品
は
婦
人
館
に
展
示
さ
れ
た
ら
し
い
。
関
西
教
育
博

覧
会
婦
人
館
の
詳
細
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て

は
、
婦
人
と
子
供
を
対
象
と
し
た
の
博
覧
会
が
多
く
企
画
さ
れ
た
時
期
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
同
博
覧
会
に
お
い
て
も
教
育
普
及
を
目
的
と
し
て
婦
人
館
が
設
置
さ
れ
た
も
の

と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
ま
た
同
博
覧
会
へ
の
出
品
は
当
時
の
「
大
阪
府
知
事
大
久
保
利

和
様
」(

27)

の
「
懇
請
」
に
寄
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。 

 

出
品
さ
れ
た
「
裲
襠
」
は
「
樺
色
地
紋
綸
子
」「
熨
斗
目
織
朱
子
腰
熨
斗
目
」「
紋
綸

子
疋
田
絞
縫
」
の
三
領
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
「
紋
綸
子
疋
田
絞
縫
」
は
鴻
池
家
よ
り

大
阪
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
「
赤
地
几
帳
文
繍
絞
振
袖
」（
写
真
⑲
）
で
あ
ろ
う
と
想
定
で
き

る
も
の
の
、「
樺
色
地
紋
綸
子
」
に
つ
い
て
は
作
品
の
特
定
が
難
し
い
。
ま
た
「
熨
斗
目

織
朱
子
腰
熨
斗
目
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
作
品
は
、
伝
来
の
「
熨
斗
目
小
袖
」

三
種
（
黄
地
、
紺
地
、
茶
地
）
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

関
西
教
育
博
覧
会
に
続
き
服
飾
品
の
出
品
が
確
認
で
き
る
の
は
、
東
京
日
本
橋
の
白

木
屋
で
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
月
一
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
大

阪
鴻
池
家 

御
秘
蔵
品 

時
代
衣
裳
展
覧
会 

並
歴
代
名
家
筆
末
廣
陳
列
会
」
（
以
下

「
時
代
衣
裳
展
覧
会
」
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
。
一
枚
刷
の
出
品
目
録
（
写
真
⑳
）
が
鴻
池

合
資
会
社
資
料
室
に
現
存
す
る
。
本
展
は
、
昭
和
八
年
十
月
に
東
京
日
本
橋
の
白
木
屋

で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
出
品
作
品
数
は
小
袖
類
十
七
領
、
末
廣
は
三
百
点
に
及
ぶ
。

出
品
目
録
記
載
の
開
催
趣
旨(

28)

に
よ
る
と
、
展
示
さ
れ
た
「
鴻
池
家
御
秘
蔵
の
衣
裳
は
、
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従
来
門
外
不
出
の
逸
品
で
染
色
・
刺
繍
・
纐
纈
に
到
る
ま
で
趣
味
と
工
夫
の
極
致
を
尽

し
た
も
の
、
時
代
を
偲
ぶ
芸
術
品
と
し
て
最
高
権
威
の
も
の
の
み
」
だ
と
い
う
。「
時
代

衣
裳
の
部
」
記
載
の
出
品
作
品
の
う
ち
、
十
五
領
が
鴻
池
家
所
蔵
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

に
は
鴻
池
家
よ
り
大
阪
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
作
品
も
含
ま
れ
、
ま
た
「
番
外
」
で
展
示
さ

れ
た
「
京
都
大
村
家
秘
蔵
」
の
二
領
は
、
白
木
屋
創
業
家
で
あ
る
大
村
家
に
伝
来
の
衣

裳
で
あ
っ
た(

29)

。 

 

同
時
に
展
観
に
供
さ
れ
た
「
歴
代
名
家
筆
末
廣
」
は
、
鴻
池
家
十
代
幸
富
、
十
一
代

幸
方
が
熱
心
に
蒐
集
し
た
扇
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
鴻
池
家
が
蒐

集
し
た
多
く
の
扇
面
は
、
戦
後
、
東
邦
生
命
社
長
だ
っ
た
五
代
太
田
清
藏
（
一
八
九
三

～
一
九
七
七
）
に
譲
渡
さ
れ
、
現
在
で
は
太
田
記
念
美
術
館
（
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
）

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る(

30)

。 

 

白
木
屋
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
時
代
衣
裳
展
覧
会
」
開
催
前
年
の
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

に
二
つ
の
大
き
な
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
る
。
一
件
目
は
白
木
屋
大
阪
店
の
閉
店
で
あ

る
。
白
木
屋
は
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
明
治
三
十

六
年
（
一
九
〇
三
）
に
心
斎
橋
二
丁
目
に
呉
服
店
を
開
業
し
た
。
大
正
十
年
（
一
九
二

一
）
十
月
に
は
備
後
町
の
堺
筋
沿
い
に
地
上
九
階
建
の
百
貨
店
と
し
て
移
転
し
た
が
、

経
営
状
態
が
不
振
に
陥
り
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
が
七
月
三
十
一
日
で
あ
っ
た
。

二
件
目
は
十
二
月
十
六
日
午
前
九
時
十
五
分
に
日
本
橋
店
で
発
生
し
た
火
災
で
あ
る
。

日
本
初
の
高
層
建
築
物
で
の
火
災
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
火
事
は
、
地
下
二
階
・
地
上

八
階
建
の
建
物
の
四
階
玩
具
売
り
場
で
発
生
、
四
か
ら
八
階
ま
で
を
全
焼
し
て
約
一
万

四
千
平
米
を
焼
き
、
死
者
十
四
名
、
負
傷
者
は
約
五
百
名
を
数
え
る
大
惨
事
と
な
っ
た

(

31)

。
大
火
の
後
、
日
本
橋
店
は
一
時
営
業
を
止
め
た
が
、
同
年
十
二
月
二
十
四
日
に
は

再
開
、
翌
昭
和
八
年
六
月
に
火
災
後
の
改
装
を
終
え
た
。「
時
代
衣
裳
展
覧
会
」
が
開
催

さ
れ
た
の
は
ま
さ
に
改
装
直
後
の
昭
和
八
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
本
展
へ
の
出
品
の

背
景
に
は
鴻
池
家
と
大
村
家
と
の
姻
戚
関
係
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
そ
の
詳
細
は
伝
わ
っ
て
い
な
い(

32)

。
そ
し
て
、
冒
頭
に
挙
げ
た
「
第
二
回 

名
家
秘

蔵
品
展
覧
会
」
へ
の
鴻
池
家
伝
来
衣
装
の
出
品
は
、
白
木
屋
で
の
「
時
代
衣
裳
展
覧
会
」

へ
の
出
品
の
半
年
後
に
あ
た
る
。 

 

こ
こ
ま
で
の
出
品
記
録
と
そ
れ
に
関
連
す
る
出
来
事
を
年
代
順
に
整
理
し
て
お
く
。 

 

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
） 

五
月 

 

 
 
 
 
 
 

井
上
薫
、
鴻
池
家
な
ら
び
に
銀
行
の
監
督
と
な
る 

明
治
四
十
年 

（
一
九
〇
七
） 

四
月 

 
 
 
 
 
 

井
上
薫
に
「
裂
鑑
箪
笥
小 

壱
棹
」
を
み
せ
る 

大
正
二
年 

 

（
一
九
一
三
） 

七
月 

 
 
 
 
 
 

関
西
教
育
博
覧
会
へ
服
飾
作
品
を
出
品 

昭
和
七
年 

 

（
一
九
三
二
）
十
一
月 

 
 
 
 
 
 

陸
軍
大
演
習
挙
行
、
そ
れ
に
と
も
な
い
昭
和
天
皇
が
大
阪
へ
の
臨
幸 

同
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
月 

白
木
屋
日
本
橋
店
で
火
災
発
生 

昭
和
八
年 

 

（
一
九
三
三
） 

二
月 

 
 
 
 
 
 

第
一
回
「
名
家
秘
蔵
品
展
」
へ
名
物
裂
お
よ
び
裂
箪
笥
を
出
品 

同
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
月 

 
 
 
 
 
 

白
木
屋
に
て
「
時
代
衣
裳
展
覧
会
」
が
開
催
、
扇
面
三
〇
〇
点
と
服
飾

作
品
十
五
点
を
出
品 

同
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
月 

昭
和
天
皇
に
皇
太
子
が
誕
生 

昭
和
九
年 

 

（
一
九
三
四
）
二
月
頃 

 

 
 
 
 
 
 

第
二
回
「
名
家
秘
蔵
品
展
」
が
開
催
、
服
飾
作
品
六
点
を
出
品 

昭
和
十
五
年 

（
一
九
四
〇
）
五
月
・
六
月 

松
筠
亭
蔵
品
売
立 
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一
覧
を
見
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
治
四
十
年
の
井
上
薫
へ
の
特
別
公
開
を
除
く
と

こ
の
間
の
名
物
裂
の
公
開
は
「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
た
だ
一
度
の
み
と
な
っ
て
い

る
。「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
で
公
開
さ
れ
た
名
物
裂
及
び
裂
箪
笥
に
は
「
箪
笥
裂
目

録
」
の
ほ
か
に
昭
和
八
年
の
年
記
が
あ
る
「
箪
笥
袋
切
入
合
控
」
が
附
属
す
る
が
、
そ

の
裏
表
紙
に
は
「
山
中
家
宝
」
と
の
墨
書
も
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
「
名
家
秘
蔵
品

展
」
は
昭
和
七
年
十
一
月
の
昭
和
天
皇
の
大
阪
府
貿
易
館
へ
の
「
御
臨
幸
を
記
念
す
べ

く
」
企
画
さ
れ
た
展
覧
会
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
名
門
諸
家
に
談
じ
て
其
の
秘
蔵
家
宝

の
出
陳
」
を
実
現
す
る
と
い
う
企
画
意
図
に
添
い
、
鴻
池
家
は
男
爵
家
と
し
て
の
家
格

に
相
応
し
い
「
家
宝
」
の
名
物
裂
を
昭
和
八
年
二
月
の
展
覧
会
に
出
品
し
た
と
考
え
て

お
き
た
い
。 

 

ま
た
、
現
在
確
認
で
き
る
服
飾
品
の
一
般
公
開
は
三
度
に
及
ぶ
。
初
公
開
と
考
え
ら

れ
る
関
西
教
育
博
覧
会
へ
の
出
品
は
当
時
の
大
阪
府
知
事
自
ら
の
懇
願
に
よ
っ
て
実
現

し
た
。
以
後
し
ば
ら
く
服
飾
品
の
出
品
記
録
は
途
絶
え
た
が
、
昭
和
八
年
か
ら
九
年
に

か
け
て
の
約
半
年
の
間
に
二
度
の
出
品
要
請
に
応
じ
て
い
る
。
こ
の
後
、
出
品
の
記
録

に
服
飾
品
は
確
認
で
き
な
く
な
り
、
鴻
池
家
伝
来
の
服
飾
品
は
平
成
九
年
度
に
大
阪
市

へ
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

  
 
 

ま
と
め 

  

「
第
二
回 

臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
出
品
作
品
の
題
箋
を
手
が
か
り
と
し

て
、
同
展
覧
会
の
開
催
経
緯
な
ら
び
に
出
品
作
品
に
関
し
て
調
査
を
進
め
、
「
第
一
回 

臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」は
商
都
大
阪
の
経
済
力
を
背
景
と
し
て
蒐
集
さ
れ
門

外
不
出
と
な
っ
た
大
阪
の
名
家
の
美
術
品
を
昭
和
天
皇
の
大
阪
府
貿
易
館
へ
の
臨
幸
を

記
念
す
る
と
い
う
題
目
の
下
に
一
般
公
開
さ
せ
た
画
期
的
な
展
覧
会
で
あ
っ
た
こ
と
、

「
第
二
回 

臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」も
昭
和
天
皇
の
皇
太
子
誕
生
と
い
う
慶

事
を
題
目
に
企
画
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
の
二
度
に
亘
る
「
名
家
秘
蔵

品
展
覧
会
」
は
、
名
家
側
と
し
て
も
、
天
皇
の
臨
幸
を
記
念
す
る
、
あ
る
い
は
皇
太
子

の
誕
生
を
記
念
す
る
、
と
い
う
題
目
の
展
覧
会
へ
の
出
品
に
応
じ
る
こ
と
は
「
社
会
を

裨
益
し
文
化
に
貢
献
」
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
結
果
と
し
て
多
く

の
作
品
が
展
観
に
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
考
察
を
進
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
美
術

工
芸
史
研
究
を
進
め
る
上
で
注
目
し
て
い
き
た
い
新
視
点
が
浮
上
し
て
き
た
の
で
本
稿

の
締
め
く
く
り
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
。
そ
れ
は
明
治
後
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
け

る
天
皇
家
の
行
啓
幸
に
と
も
な
う
美
術
工
芸
作
品
の
「
天
覧
」
あ
る
い
は
「
親
覧
」
と

美
術
工
芸
の
振
興
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 

天
皇
家
に
よ
る
地
方
へ
の
行
啓
幸
、
特
に
戦
前
の
天
皇
に
よ
る
行
幸
は
、
政
治
色
あ

る
い
は
軍
事
色
の
強
い
重
要
な
天
皇
に
よ
る
行
事
と
し
て
公
式
な
記
録
が
残
さ
れ
る
場

合
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
記
録
に
は
行
幸
先
で
「
天
覧
」
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
物
品
の
一

覧
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
当
時
の
美
術
工
芸
界
の
実
情
を
的

確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
美
術
工
芸
分
野
に
限
定
す
れ
ば
天
覧

品
の
作
者
は
現
在
で
も
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
人
物
が
多
い
が
、
な
か
に
は
現
在
で
は
そ

の
製
作
作
品
の
把
握
さ
え
難
し
い
作
者
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
次
第
に
軍
事

色
が
強
ま
っ
て
い
く
な
か
で
頻
繁
に
実
施
さ
れ
た
軍
事
演
習
に
伴
う
行
幸
と
「
天
覧
」

の
記
録
に
見
え
る
美
術
工
芸
作
品
に
関
す
る
記
録
は
、
展
覧
会
の
機
会
が
減
少
し
て
い

く
時
期
に
あ
っ
て
は
、
当
時
の
美
術
工
芸
界
の
製
作
実
態
を
探
る
上
で
貴
重
な
研
究
材

料
と
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
美
術
工
芸
作
品
と
製
作
者
に
つ
い

て
は
、
明
治
時
代
以
降
頻
繁
に
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
、
団
体
あ
る
い
は
政
府
が
主
催
す

る
美
術
展
覧
会
に
お
い
て
評
価
さ
れ
た
工
芸
作
品
に
ば
か
り
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
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新
た
に
天
皇
に
よ
る
行
幸
と
「
天
覧
」
の
関
連
性
に
も
注
目
し
検
証
し
て
い
く
こ
と
で
、

美
術
工
芸
研
究
を
一
層
深
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
観
点
か
ら
の

研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
報
告
す
る
。 

  

註 

(

１) 

『
豪
商
鴻
池
ー
そ
の
暮
ら
し
と
文
化
ー
』
、
大
阪
歴
史
博
物
館
編
、
東
方
出
版
社
発
行
、
二

〇
〇
三
年 

(

２) 

「
日
本
美
術
協
会
」
は
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
十
二
月
に
結
成
さ
れ
た
（
山
崎 

剛
「
日

本
美
術
協
会
大
阪
支
会
資
料
」
、
『
大
阪
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
七
冊
、
一
九
九

五
年
）。「
日
本
美
術
協
会
大
阪
支
会
奨
励
会
員
名
簿
」
に
は
、「
陶
磁
器
」
部
門
の
技
藝
員

と
し
て
「
藪 

明
山
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
明
山
藪
政
七
履
歴
」（
大
阪
歴
史
博
物

館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
明
山
が
日
本
美
術
協
会
大
阪
支
会
の
技
藝
員
と
な
っ
た
の
は
明
治
三

十
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
資
料
は
同
時
期
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

３) 

「
郷
土
名
工
並
助
長
奨
励
功
労
者
小
伝
」
（
大
阪
城
天
守
閣
蔵
）
に
よ
る
。 

(

４) 

第
一
回
、
第
二
回
の
「
名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
の
記
録
は
『
臨
幸
記
念
名
家
秘
蔵
品
展
覧

会
図
録
』
と
し
て
、
発
行
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
府
内
の
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書
館
を
中

心
に
数
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
を
使
用
す
る
。 

 

『
臨
幸
記
念
名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
図
録
』、
大
阪
商
工
協
会
・
大
阪
府
貿
易
館
・
府
立
大
阪

博
物
場
編
纂
、
三
丘
社
発
行
、
一
九
三
三
年 

 

『
臨
幸
記
念
名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
図
録 

第
二
回
』
、
大
阪
商
工
協
会
・
大
阪
府
貿
易
館
・

府
立
大
阪
博
物
場
編
纂
、
藝
苑
社
発
行
、
一
九
三
四
年 

(

５) 

第
一
回
展
図
録
に
掲
載
の
跋
文
全
文
は
以
下
の
と
お
り
（
表
記
は
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め

た
）。
な
お
、「
地
方
功
労
者
」
と
し
て
十
一
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
天
皇
と
の
陪
食
に

列
し
た
人
物
の
氏
名
の
前
に
は
筆
者
が
○
を
附
し
た
。 

 

「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
図
録 

跋
文 

 

昭
和
七
年
十
一
月 

天
皇
陛
下
大
纛
を
大
阪
の
地
に
進
め
た
ま
ひ 

陸
軍
特
別
大
演
習
御

統
監
後 

特
に
産
業
御
奨
励
の
御
思
召
を
以
て 

大
阪
府
貿
易
館
に 

親
臨
あ
ら
せ
ら
る 

我
商
都
の
民
た
る
も
の
恐
懼
感
激
其
措
く
処
を
知
ら
ざ
る
次
第
で
あ
っ
た
。 

 

惟
ふ
に
大
阪
の
地
た
る
や 

仁
徳
帝
の
奠
都
以
来 

茲
に
千
六
百
有
余
年 

其
の
間
断
え

ざ
る
努
力
は 

燦
然
た
る
町
人
文
化
を
建
設
し
て
全
国
に
覇
を
唱
え 

永
年
培
ひ
た
る
商

工
の
富
力
は 

芸
術
の
粹
を
各
地
よ
り
蒐
集
し 

錙
銖
の
間 

能
く
工
芸
美
術
の
発
達
と 

精
神
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
多
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た 

斯
く
て
是
等
の
古
美

術
品
は 

名
門
旧
家
に
伝
統
珍
蔵
せ
ら
れ
た
が 

門
外
不
出 

容
易
に
鑑
賞
の
機
を
与
へ

ら
れ
ず 

吾
人
は
之
を
以
て
大
な
る
遺
憾
と
し
た 

 

茲
に
於
て 

大
阪
府
立
貿
易
館
と
姉
妹
関
係
に
あ
る
府
立
大
阪
博
物
館 

並
に
社
団
法
人

大
阪
商
工
協
会
は 

今
次
の
御
臨
幸
を
記
念
す
べ
く 

両
者
共
同
主
催
の
下
に 

名
家
秘

蔵
品 

 

展
覧
会
の
開
催
を
企
て 

名
門
諸
家
に
談
じ
て
其
の
秘
蔵
家
宝
の
出
陳
を
請
ひ 

御
臨
幸
後
他
に
使
用
せ
ず 

清
浄
そ
の
も
の
ゝ
如
き
館
内
に
展
列
し 

稍
も
す
れ
ば
現
代

に
堕
せ
ん
と
す
る
大
阪
の
天
地
に 

古
代
芸
術
の
精
華
を
憧
憬
す
る
の
機
会
を
与
え
ん
と

し 

昭
和
八
年
二
月
十
日
よ
り
十
六
日
迄
の
間
広
く
一
般
の
鑑
賞
に
こ
れ
を
供
し
た 

則

ち 

 
 

○
村
山
龍
平
氏 

上
野
精
一
氏 

○
野
村
徳
七
氏 

 
 

○
山
口
吉
郎
兵
衛
氏 

藤
井
善
助
氏 

男
爵
鴻
池
善
右
衞
門
氏 

 
 

○
阿
部
房
次
郎
氏 

弘
世
助
太
郎
氏 

男
爵
住
友
吉
左
衞
門
氏 

 

の
諸
家
に
於
い
て
何
れ
も
其
の
秘
笈
を
開
き 

欣
ん
で
稀
代
の
珍
宝
を
出
陳
せ
ら
れ 

之

に
大
阪
博
物
場
の
所
蔵
品
を
加
へ
て
総
数
二
百
余
点 

階
上
階
下
に
こ
れ
を
陳
列
し
て 

未
曾
有
の
盛
観
を
整
ふ
る
を
得
た 

実
に
斯
挙
た
る
や
大
阪
に
於
け
る
嚆
矢
に
し
て 

其

の
一
週
日
の
公
開
期
間
中 

愛
好
家
並
に
斯
道
研
究
者
の
来
り
て
鑑
賞
す
る
も
の
三
千
余

名
に
上
り 

社
会
を
裨
益
し
文
化
に
貢
献
せ
し
処
の
も
の
頗
る
大
に
し
て 

協
賛
せ
ら
れ

し
諸
名
家
に
対
し
衷
心
感
謝
に
堪
へ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る 

 

本
図
録
は
こ
の
展
観
品
の
一
部
を
収
載
せ
る
も
の
に
し
て 

其
総
て
を
悉
く
す
能
は
ざ
る

は
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
な
る
か 

之
に
よ
り
て
本
展
覧
会
の
盛
挙
を
伝
へ 

御
臨
幸
の
栄
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沢
を
永
く
記
念
す
る
こ
と
を
得
ば 

主
催
者
の
本
懐
之
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い 

 
 

尚
本
図
録
題
簽
は
小
畑
大
阪
商
工
協
会
長
の
筆
に
な
る
も
の 

併
せ
て
録
す 

 
 
 
 
 

昭
和
八
年
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

府
立
大
阪
博
物
場
長 

 
 
 

花
岡
芳
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
団
法
人
大
阪
商
工
協
会
長 

小
畑
源
之
助 

(

６) 

第
二
回
展
図
録
に
掲
載
の
跋
文
全
文
は
以
下
の
と
お
り
（
表
記
は
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め

た
）。 

 

「
臨
幸
記
念 

第
二
回 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
跋
文 

 
 

目
下
我
が
国
は
非
常
の
難
局
に
遭
遇
し
、
上
下
緊
張
し
て
居
る
の
時
、
畏
く
も 

皇
太

子
殿
下
の
御
誕
生
を
拝
し
、
九
千
萬
の
国
民
は
皇
国
の
前
途
に
一
大
光
明
を
仰
ぎ
、
喜
び

極
ま
っ
て
、
手
の
舞
ひ
足
の
踏
む
と
こ
ろ
を
識
ら
ざ
る
有
様
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
折
に
際
し
、
大
阪
府
立
貿
易
館
に
於
て
、
大
阪
博
物
場
と
大
阪
商
工
協
会
の
共
同

主
催
で
、
臨
幸
記
念
第
二
回
名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
を
開
催
し
、
新
た
に
聖
躅
を
偲
び
、
ま

た
今
次
の
御
慶
瑞
を
祝
し
奉
り
、
併
せ
て
二
千
年
の
歴
史
あ
る
浪
花
の
文
化
を
顕
揚
し
た

い
と
企
て
た
の
で
あ
る
。 

 
 

惟
ふ
に
昭
和
七
年
の
秋
、
聖
駕
大
阪
府
立
貿
易
館
に
臨
幸
あ
ら
せ
ら
れ
、
御
親
し
く
府

下
の
物
産
を
臠
せ
ら
れ
た
。
我
ら
は
こ
の
光
栄
を
記
念
す
る
た
め
に
、
昨
春
第
一
回
の
名

家
秘
蔵
品
展
覧
会
を
開
催
し
、
名
門
諸
家
よ
り
古
名
宝
の
出
陳
を
請
ひ
、
こ
れ
を
公
開
し

て
、
広
く
市
民
に
、
浪
花
文
化
の
由
来
を
回
顧
し
又
本
邦
古
芸
術
を
賞
玩
す
る
の
機
会
を

与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
本
年
更
に
其
第
二
回
を
開
催
し
、
前
年
の
諸
名
家
そ
の
他
に
つ
き

重
ね
て
秘
笈
を
開
か
れ
ん
こ
と
を
懇
望
し
て
欣
諾
を
得
、
そ
の
数
実
に
二
百
七
十
点
、
而

し
て
出
陳
者
の
芳
名
は 

 
 

磯
野
家 
 

野
村
家 

 

山
口
家 

 

藤
井
家 

 

鴻
池
男
爵
家 

 

阿
部
家 

 

弘

世
家 
 

住
友
男
爵
家 

 

大
阪
博
物
場
（
イ
ロ
ハ
順
） 

 

を
数
へ
、
展
覧
品
は
何
れ
も
門
外
不
出
の
稀
宝
珍
玉
で
あ
っ
て
、
光
彩
陸
離
、
東
洋
芸
術

の
精
華
を
一
堂
に
蒐
展
す
る
の
盛
観
を
呈
し
た
。
か
く
し
て
、
我
が
商
工
都
市
に
於
て
は

容
易
に
求
め
難
き
文
物
観
賞
の
機
会
を
重
ね
て
提
供
し
得
た
こ
と
は
、
主
催
者
と
し
て
頗

る
光
栄
と
し
、
出
陳
諸
名
家
に
対
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。 

 
 

た
ゞ
本
図
録
の
規
模
小
に
し
て
、
諸
家
出
陳
の
一
部
を
採
録
す
る
に
止
ま
っ
た
こ
と
は

甚
だ
残
念
で
あ
る
が
、
以
て
そ
の
盛
観
の
一
端
を
後
年
に
伝
ふ
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、

自
他
の
た
め
に
寔
に
欣
幸
の
至
り
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

昭
和
九
年
四
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

府
立
大
阪
博
物
場
長 

 
 
 

花
岡
芳
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
団
法
人
大
阪
商
工
協
会
長 

小
畑
源
之
助 

(

７) 

展
覧
会
に
出
品
し
た
各
家
の
蒐
集
品
に
つ
い
て
、
現
在
の
所
蔵
状
況
等
に
つ
い
て
把
握
、

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
の
で
稿
を
改
め
る
こ
と
と
す
る
。

出
品
各
家
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
博
物
館
施
設
の
名
称
、
ま
た
は
各
家
か
ら
の
博
物
館
等

へ
の
作
品
寄
贈
の
状
況
に
つ
い
て
は
《
表
①
博
物
館
施
設
の
設
立
と
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
寄
贈
》
な
ら
び
に
《
表
②
「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
図
録
」
に
み
る
出
品
作

品
の
カ
テ
ゴ
リ
》
を
参
照
の
こ
と
。 

(

８) 

『
昭
和
七
年
陸
軍
特
別
大
演
習
並
地
方
行
幸
大
阪
府
記
録
』（
以
下
、『
大
阪
府
記
録
』
と
い

う
）
大
阪
府
編
・
発
行
、
一
九
三
四
年 

(

９) 

一
八
八
三
年
第
四
代
沖
縄
県
令
、
一
八
八
九
年
第
六
代
大
阪
府
知
事
に
就
任
し
た
。 

(

10)

『
八
十
年
の
歩
み
』、
大
阪
府
立
貿
易
館
編
・
発
行
、
一
九
七
〇
年 

(

11) 

博
物
場
の
実
態
は
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
が
、
後
々
田
寿
徳
氏
に
よ
れ
ば
、

博
物
場
は
、
そ
の
組
織
や
施
設
な
ど
を
縮
小
し
つ
つ
昭
和
二
十
年
ま
で
は
同
地
に
存
続
し
、

こ
の
年
三
月
の
大
阪
大
空
襲
で
焼
失
し
た
と
い
う
。（
後
々
田
寿
徳
「
大
阪
博
物
場
ー
「
楽

園
」
の
盛
衰
」
、『
東
北
芸
術
工
科
大
学
紀
要
』
第
十
六
号
収
載
、
二
〇
〇
九
年
） 

(
12) 

前
掲
『
八
十
年
の
歩
み
』
に
よ
る
。 

(

13) 
天
覧
品
で
は
な
い
が
「
御
買
上
」
と
な
っ
た
五
点
は
含
ま
な
い
。 

(

14) 

註
（
８
）
参
照
。 

(

15) 

図
録
掲
載
作
品
は
す
べ
て
鴻
池
家
を
離
れ
て
い
る
が
、
手
放
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
現

在
の
と
こ
ろ
未
詳
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
昭
和
十
五
年
の
「
松
い
ん
筠
亭
蔵
品
」
の
売
立

に
は
作
品
名
は
見
え
な
い
。 
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(
16) 

名
物
裂
の
蒐
集
は
五
代
宗
益
以
降
も
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
も
の
の
、
そ

の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。 

(

17) 
註
（
１
）
参
照
。 

(

18)

「
明
治
三
十
六
年
一
月
調 

博
覧
会
出
品
扣
」
は
標
題
に
あ
る
と
お
り
、
明
治
三
十
六
年
（
一

九
〇
三
）
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
を
期
に
記
帳
が
開
始
さ
れ
た

出
品
記
録
で
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
五
月
ま
で
使
用
さ
れ
た
。 

(

19) 

本
資
料
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
大
阪
三
越
呉
服
店
で
開
催
さ
れ
た
「
大
阪
文
化

史
蹟
展
覧
会
」
の
出
品
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
資
料
か
ら
は
、
展
覧
会
に
は
鴻
池
善
右

衞
門
家
に
加
え
和
泉
町
の
鴻
池
新
十
郎
家
所
蔵
品
も
同
時
に
出
品
さ
れ
た
こ
と
、
鴻
池
家

か
ら
の
出
品
は
同
家
伝
来
の
美
術
品
、
家
の
歴
史
を
顕
彰
す
る
歴
史
史
料
が
展
観
に
供
さ

れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。 

(

20)

『
鴻
池
家
年
表
』
鴻
池
統
男
著
、
廣
山
謙
介
監
修
、
鴻
池
合
名
会
社
発
行
、
一
九
九
一
年 

(

21) 

鴻
池
銀
行
の
設
立
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
三
月
。
こ
の
年
五
月
に
は
「
家
政
改
革
」

を
試
み
、
翌
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
十
二
月
、
江
戸
期
以
来
継
続
さ
れ
て
き
た
「
鴻
池

家
憲
法
」
を
改
定
、
さ
ら
に
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
一
月
、
満
を
持
し
て
「
家
政
改
革
」

を
発
令
し
、
享
保
期
以
来
続
い
た
別
家
制
度
を
廃
止
し
た
。
こ
の
改
革
を
よ
り
一
層
進
め

る
た
め
、
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
招
聘
さ
れ
た
の
が
井
上
馨
で
あ
っ
た
。 

(

22)

『
世
外
井
上
公
伝 

第
５
巻
』
井
上
馨
侯
伝
記
編
纂
会
著
、
内
外
書
籍
、
一
九
三
四
。 

(

23) 

註
（
１
）
参
照
。
当
時
の
鴻
池
家
当
主
は
七
代
幸
栄

ゆ
き
ふ
さ

（
一
七
六
七
～
一
八
〇
四
）
で
あ
っ

た
。 

(

24) 

本
稿
第
二
章
第
一
節
参
照
。 

(

25)

「
大
阪
府
立
市
岡
高
等
女
学
校
校
舎
新
築
落
成
記
念
誌
」
大
阪
府
立
市
岡
高
等
女
学
校
編
、

大
阪
府
立
市
岡
高
等
学
校
六
の
花
会
、
一
九
三
七
年 

 

大
阪
府
立
市
岡
高
等
女
学
校
・
大
阪
立
港
高
等
学
校
同
窓
会
「
六
の
花

W
E
B

」 

（http://
w
w
w
.6h

ana.com
/
bo

ko/
in

dex.htm
l

） 

(

26)

『
新
修
大
阪
市
史
』
第
六
巻
、
大
阪
市
、
一
九
九
四
年 

(

27) 

割
書
に
は
「
大
久
保
利
和
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
「
大
阪
府
知
事
」
に
着
任
し
た
の
は
、

大
久
保
利
通
の
三
男
で
第
十
四
代
大
阪
府
知
事
を
務
め
た
大
久
保
利
武
（
一
八
六
五
～
一

九
四
三
）
で
、
府
知
事
在
任
は
一
九
一
二
年
十
二
月
三
十
日
か
ら
一
九
一
七
年
十
二
月
十

七
日
ま
で
で
あ
っ
た
。
記
録
に
名
前
が
あ
る
大
久
保
利
和
（
一
八
五
九
～
一
九
四
五
）
は

利
武
の
長
兄
（
の
ち
の
養
父
）
で
あ
る
が
大
阪
府
知
事
に
在
任
し
た
事
実
は
な
い
。
（
『
講

談
社 

日
本
人
名
大
辞
典
』
、
上
田
正
昭
ほ
か
著
、
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
。
『
新
編
日
本

の
歴
代
知
事
』
歴
代
知
事
編
纂
会
編
、
歴
代
知
事
編
纂
会
、
一
九
九
一
年
） 

(

28) 

出
品
目
録
に
記
載
の
開
催
趣
旨
全
文
は
以
下
の
と
お
り
（
文
字
は
現
代
語
に
改
め
た
）。 

 
 

鴻
池
家
御
秘
蔵
の
衣
裳
は
、
従
来
門
外
不
出
の
逸
品
で
染
色
・
刺
繍
・
纐
纈
に
到
る
ま

で
趣
味
と
工
夫
の
極
致
を
尽
し
た
も
の
、
時
代
を
偲
ぶ
芸
術
品
と
し
て
最
高
権
威
の
も
の

の
み
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

之
と
同
時
に
展
観
に
供
す
る 

歴
代
名
家
筆
の
末
廣 

は
実
に
国
宝
に
も
準
ず
べ
き
名

画
揃
ひ
、
鴻
池
家
御
秘
蔵
の
末
廣
三
千
点
の
内
、
未
だ
世
上
に
示
さ
れ
な
か
っ
た
、
絶
品

三
百
点
を
選
び
陳
列
致
し
ま
す
。 

 
 

猶
会
場
狭
隘
の
為
末
廣
は
会
期
中
陳
列
変
え
し
て
御
高
覧
に
供
し
ま
す
。 

(

29) 

明
細
は
以
下
の
と
お
り
。
作
品
名
の
下
に
○
印
が
あ
る
も
の
は
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
品
、

△
は
「
第
二
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
出
品
作
品
と
推
定
さ
れ
る
も
の
を
示
す
。 

時
代
衣
裳
の
部 

一
、
小
葵
唐
花
唐
織
打
掛 

裏
紅
塩
瀬
（
若
松
に
霞
模
様
） 

 
 
 
 
 
 

○ 

一
、
朱
珍
打
掛 

裏
紅
の
壁
塩
瀬
（
紺
地
に
蘆
の
模
様
） 

 
 
 
 
 
 
 

○ 

一
、
黒
地
塩
瀬
打
掛 

裏
紅
壁
塩
瀬
（
梅
に
霞
の
織
出
し
模
様
） 

 
 
 
 

○ 

一
、
鼠
色
壁
塩
瀬
打
掛 

裏
紅
綾
羽
二
重
（
若
松
に
牛
、
秋
草
に
瀧
模
様
） 

○ 

一
、
紅
八
ツ
橋
掛
下 

裏
紅
糸
よ
し
絹
（
霞
に
千
羽
鶴
） 

一
、
紋
壁
小
袖 

裏
紅
糸
よ
し
絹
（
牡
丹
の
模
様
） 

一
、
紫
塩
瀬
打
掛 

裏
納
戸
朱
子
（
霞
に
藤
花
模
様
、
刺
繍
文
字
ち
ら
し
） 

○ 
一
、
鬱
金
綸
子
掛
下 

裏
紅
糸
よ
し
絹
（
絞
と
刺
繍
の
丸
文
模
様
） 

一
、
紅
紋
綸
子
掛
下 

裏
紅
糸
よ
し
絹
（
絞
と
刺
繍
の
御
所
解
模
様
） 

一
、
紺
朱
子
打
掛 

裏
紅
糸
よ
し
絹
（
刺
繍
四
季
模
様
） 



「臨幸記念 名家秘蔵品展覧会」の開催と鴻池家による秘蔵品の出品 

 (54)

一
、
色
絹
し
ぢ
ら
小
袖 

裏
紅
糸
よ
し
絹
（
老
松
模
様
） 

一
、
茶
地
糸
織
打
掛 

裏
紅
糸
よ
し
絹
（
秋
草
刺
繍
模
様
） 

 
 
 
 
 
 

○ 

△ 
一
、
鬱
金
綸
子
打
掛 

裏
紅
糸
よ
し
絹
（
絞
と
刺
繍
の
い
れ
子
模
様
） 

 
 

○ 

一
、
紅
朱
子
打
掛 

裏
紅
糸
よ
し
絹
（
遠
山
に
桜
の
刺
繍
模
様
） 

 
 
 
 

○ 

△ 

一
、
唐
織
掛
下 

裏
紅
糸
よ
し
絹
（
五
色
横
段
亀
丸
ち
ら
し
） 

 
 
 
 
 

○ 

番
外
（
京
都
大
村
家
秘
蔵
） 

一
、
黒
羽
二
重
留
袖 
二
枚
重
（
簾
の
模
様
） 

一
、
黒
塩
瀬
打
掛 

裏
紅
糸
よ
し
絹
（
名
物
裂
模
様
） 

(

30) 

こ
の
譲
渡
は
鴻
池
家
十
三
代
当
主
正
通
（
一
九
一
四
～
一
九
九
三
）
と
五
代
太
田
清
藏
の

長
女
禮
子
（
一
九
二
二
～
一
九
八
一
）
と
の
婚
礼
が
縁
と
な
っ
て
い
る
。
太
田
記
念
美
術

館
に
所
蔵
さ
れ
る
鴻
池
家
旧
蔵
の
扇
絵
の
一
部
は
、
平
成
二
十
二
年
に
大
阪
市
立
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
鴻
池
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
扇
絵
名
品
展
」
で
も
公
開
さ
れ
た
。 

(

31)

『
白
木
屋
三
百
年
史
』
白
木
屋
編
・
発
行
、
一
九
五
七
年
。 

(

32) 

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
二
月
、
鴻
池
家
十
代
当
主
幸
富
五
女
・
内
（
一
八
七
〇
～

一
九
四
三
）
と
白
木
屋
の
十
代
大
村
彦
太
郎
（
一
八
六
九
～
一
九
二
七
）
と
が
結
婚
し
、

大
村
家
と
鴻
池
家
の
間
で
姻
戚
関
係
が
生
じ
た
。 

 

［
附
記
］
末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
鴻
池
家
資
料
の
ご
恵
贈
を
賜
り
ま

し
た
十
四
代
鴻
池
善
右
衞
門
様
、
資
料
調
査
な
ら
び
に
写
真
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
鴻

池
合
資
会
社
資
料
室
な
ら
び
に
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
貴
重
な
ご
所
蔵
作
品
の
調
査
を
許
諾

い
た
だ
き
ま
し
た
大
谷
み
ち
子
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

      

《
写
真
》 

写
真
① 

茶
地
松
皮
菱
取
り
に
秋
草
文
刺
繍
小
袖 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
、
鴻
池
善
右
衞
門
氏
寄
贈
） 

写
真
② 

紅
地
流
水
に
遠
山
桜
文
刺
繍
打
掛
（
同
前
） 

写
真
③ 

紙
子
羽
織
（
同
前
） 

写
真
④ 

和
紙
製
題
箋 

写
真
⑤ 

和
紙
製
題
箋
の
角
印
（
部
分
） 

写
真
⑥ 

日
本
美
術
協
会
大
阪
支
会
奨
励
会
員
名
簿 

写
真
⑦ 

名
物
裂
と
裂
箪
笥 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
図
録
収
載
） 

写
真
⑧ 

男
物
紙
子
羽
織 

裏
紅
海
黄 

ヒ
ダ
絹
縞
物 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
「
第
二
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
図
録
収
載
） 

写
真
⑨ 

男
物
し
ゝ
゛
ら
織
紺
立
縞
一
重
物 

揚
羽
蝶
織
紋
（
同
前
） 

写
真
⑩ 

女
物
薄
紅
繻
子
遠
山
ニ
桜
模
様
縫
打
掛 

裏
紅
海
黄
（
同
前
） 

写
真
⑪ 

女
物
茶
地
絹
白
繻
子
松
皮
菱
縫
込
秋
草
模
様
刺
繍
打
掛 

裏
紅
海
黄
松
皮
菱
縫
込
秋

草
模
様
刺
繍
（
同
前
） 

写
真
⑫ 

女
物
格
子
蘭
菊
純
子
地
斗
帳
桜
模
様
刺
繍
打
掛 

裏
紅
海
黄
（
同
前
） 

写
真
⑬ 

男
物
茶
地
絹
の
し
め
袷
着
物 

裏
薄
水
色
海
黄
（
同
前
） 

写
真
⑭ 

「
明
治
三
十
五
年 

八
番
蔵
道
具
出
入
扣 

執
事
」（
同
前
） 

写
真
⑮ 

「
明
治
三
十
六
年
一
月
調 

博
覧
会
出
品
扣 

執
事
」
（
同
前
） 

写
真
⑯ 

「
八
番
蔵
道
具
出
入
扣
」
に
見
え
る
名
物
裂
に
関
す
る
記
載 

写
真
⑰ 

「
博
覧
会
出
品
扣
」
に
み
え
る
服
飾
品
の
出
陳
に
関
す
る
記
載 

写
真
⑱ 

「
博
覧
会
出
品
扣
」
に
み
え
る
服
飾
品
の
出
陳
に
関
す
る
記
載
の
直
前
の
割
書 

写
真
⑲ 
赤
地
几
帳
文
繍
絞
振
袖
（
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
、
鴻
池
善
右
衞
門
氏
寄
贈
） 

写
真
⑳ 

「
大
阪
鴻
池
家 

御
秘
蔵
品 

時
代
衣
裳
展
覧
会 

並
歴
代
名
家
筆
末
廣
陳
列
会
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室
蔵
） 
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《
附
表
》 

《
表
① 

博
物
館
施
設
の
設
立
と
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
寄
贈
》 

《
表
② 
「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
図
録
」
に
み
る
出
品
作
品
の
カ
テ
ゴ
リ
》 

《
表
③ 

昭
和
七
年
陸
軍
大
演
習 

行
在
所
天
覧
品
（
工
芸
品
）
》 

《
表
④ 

「
第
一
回
名
家
秘
蔵
品
展
」
鴻
池
家
出
品
作
品
一
覧
》 
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《
図
版
》 

 

写真① 

写真② 
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写真③ 

写真⑤ 

写真④ 
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写
真
⑥
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写真⑦ 写真⑧ 

写真⑨ 写真⑩ 
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写真⑪ 写真⑫ 

写真⑬ 
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写真⑭ 写真⑮ 

写真⑯ 

写真⑰ 

写真⑱ 
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写真⑲ 

写真⑳ 
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《
附
表
》  

 

《表① 博物館施設の設立と「コレクション」の寄贈》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《表②「臨幸記念 名家秘蔵品展覧会図録」にみる出品作品のカテゴリ》 

所蔵先 博物館施設の設立 管理 寄贈 その他

村山家 香雪美術館

上野家
公益財団法人仏教美術
研究上野記念財団

京都国立博物館
(上野コレクション)

公益財団法人仏教美
術研究上野記念財団

磯野家

野村家 野村美術館
公益財団法人野村文華
財団

公益財団法人野村文
華財団

山口家 滴翠美術館

藤井家 藤井斉成会有鄰館
公益財団法人藤井斉成
会有鄰館

公益財団法人藤井斉
成会有鄰館

鴻池家
文書は鴻池合資会社資
料室

京都国立博物館
・大阪市・東大阪市

「松筠亭蔵品」の売
立（1940）

阿部家
大阪市立美術館
(阿部コレクション)

蒐集品一括寄贈

弘世家

住友家 泉屋博古館
公益財団法人泉屋博古
館文書は住友史料館

大阪市立美術館
(住友コレクション)

《第１回》 《第２回》

出品の有無 出品の有無

村山家 ○ 絵画（日本／江戸時代） ×

上野家 ○ 絵画（日本／江戸時代・近代） ×

工芸（日本／江戸時代／陶器･漆器）

絵画（日本／江戸時代）

絵画（日本／江戸時代）

工芸（日本／江戸時代／陶器・漆器）

山口家 ○ 工芸（江戸時代／陶磁器） ○ 絵画（日本／江戸時代）

絵画（中国） 工芸（日本／江戸時代／能装束）

絵画（日本／江戸時代）

絵画（中国）

鴻池家 ○ 工芸（日本・中国／名物裂） ○ 工芸（日本／江戸時代／服飾）

阿部家 ○ 絵画（中国） ○ 絵画（日本／近代）

絵画（日本）

工芸（日本／江戸時代／金工）

住友家 ○ 工芸（日本／武具） ○ 工芸（日本／江戸時代／漆工）

絵画（日本／江戸時代）

工芸（日本／江戸時代／陶器）

磯野家 ×

野村家 武器武具（日本／江戸時代）○

○

○

所蔵先 カテゴリ カテゴリ

○

書（日本／近代）

絵画（日本／江戸時代）

○ ○

○

博物場

弘世家 ○

工芸（中国／陶磁器／漆器／彫刻）
藤井家 ○



「臨幸記念 名家秘蔵品展覧会」の開催と鴻池家による秘蔵品の出品 

 (64)

 
《表③ 昭和七年陸軍大演習 行在所天覧品（工芸品）》 

項目１ 項目２ 頁 段 買上 品名 作者 通し番号

二、工芸品 イ、金工品ノ部 127 2 唐銅製八角風炉付真形釜 大國栢斎 1

白銅製鷺透シインクスタンド 大國壽郎 2

錫製菊形湯沸 朝倉権一 3

錫製菓子盛器 松澤甲子太郎 4

鉄製菊象眼唐櫃形小箱 前川紀一郎 5

銀製菊彫手釦 平松礼蔵 6

◎ 白銅製飛魚文花瓶 根箭忠次郎 7

錫製水盤 中村半兵衛 8

錫製花生 田中好光 9

打出ｼ素銅瓢形莨セット桑材盆付 大森長兵衛 10

綾杉伝菖蒲造太刀 沖本岩吉 11

若松ニ梅ノ地文丸釜 角谷與子松 12

銀製丸形雲鶴彫香炉 山口丹金株式会社 13

◎ 鋳銅線文花瓶 中島豊次 14

銅製馬置物 松木外造 15

唐物文様瓶掛五徳付鉄瓶 角谷辰治郎 16

兜形抹茶釜 北野宗三郎 17

銅製一輪生 中島光雄 18

銀製大阪城模型置物 株式会社 尚美堂 19

鍍銀萬能高坏台 小野助十郎 20

白銅製直曲構成インクスタンド 佐藤　磐 21

◎ 銀製吊花盛器 伊藤幸市 22

◎ 黒朧銀製　菊文様建水 飯田仁三郎 23

鋳造寿老置物 高尾銅器合名会社 24

ロ、漆工品ノ部 ◎ 錫榡蝋色塗青貝文花瓶 島野新太郎 25

3 ◎ 乾漆製抹茶用灰炮烙 吉田光太郎 26

龍文蒔絵進物盆 山内安次郎 27

◎ 高蒔絵葛家形香盆 安原勝守 28

偉慈粉塗　電気スタンド 守田庄平 29

蝋色桜楓山水蒔絵二重小箱 田中合名会社 30

竹製蒔絵生花道具容器 吉崎善三郎 31

乾漆瓜形花瓶 武石理一 32

蝋色塗平卓 丹後吉造 33

近江八景蒔絵香盆 内原総之助 34

◎ 青貝入若松椿蒔絵抹茶用棗 川端佐七 35

◎ 青貝入七面鳥蒔絵手箱（後庭） 越田　貢 36

ハ、木竹工ノ部 ◎ 桐製色紙張手箱 中原元助 37

◎ 栃杢材茶箱 蘆田眞七 38

◎ 桐製組立抹茶棚用（銘九重） 三好彌次兵衛 39

炭斗飾（附属品付） 坂田作治郎 40

船板材釣瓶形花器 南部伊兵衛 41

紫檀製　巻煙草入セット 西尾重行 42

紫檀製輪花形高卓 株式会社藤井唐木店 43

革張彩漆華　文手箱 宮本忠平 44

路易式ベニヤ製茶卓子 内外木材工芸株式会社 45

◎ 蝋色塗ピアノ型　文具箱 井川友七 46

◎ 桜楓材　新型鏡台 合名会社内田箪笥店 47

桐製　松竹梅風呂先屏風 木寺治三郎 48

◎ 桑材檜扇棚 楠　喜太郎 49

総二重象牙脚附琴 大竹栄次郎 50



大阪歴史博物館 研究紀要 第 12 号（2014） 

 (65)

 
◎ 桑材短冊入硯箱 楠　正一 51

玉椿材文台硯箱 井口萬次郎 52

編竹製盛物籃（銘名月） 田邊常雄 53

128 1 竹製　烏帽子兜形煙草入 松田鉄太郎 54

編竹製　電気スタンド 田邊愼三郎 55

編竹製　盛物籃 前田房次郎 56

編竹製　四環耳付壺形花籃 早川廣三 57

竹網代編壽字文盆 江殿巳之助 58

◎ 編竹製　圓式花文盛物籃 坂口　要 59

◎ 編竹製　六稜式鉄線文茶壺 鈴木喜一 60

編竹製　高坏形菓子器 豊西金吉 61

編竹製　方式末廣花籃 山本太助 62

編藤製　唐物模中置炭斗 山本武貞 63

煤竹製　蘭花陽刻帯締 奥田栄吉 64

ニ、彫刻ノ部 バローバス材四方式干菓子盆 利山米次郎 65

竹製　般若心経彫香筒 酒井久彦 66

◎ 木彫住吉人形翁置物 田中主水 67

牙木応用彫刻　学童置物 和田彌太郎 68

古材桐葉文香合 灘波鹿三 69

牙彫着色　枝柿文鎮 澤木利三郎 70

ホ、窯業品ノ部 ◎ 紫掛カットグラス洋酒セット 森高和吉 71

◎ クリスタルカットグラス赤色花器 株式会社島田硝子製造所 72

2 瑠璃色カットグラス平皿 赤松栄七 73

薩摩地　神田祭絵附花瓶 藪　恒夫 74

陶製　果実 岩崎安貞 75

ヘ、紙工品ノ部 短冊貼 水野美一 76

婦人持扇子（欧洲向、内地向） 稲垣政七 77

軍扇置物、大阪懐古扇子 久保田與市 78

金砂子蒔硯屏 樋口彦右衛門 79

ト、染織品ノ部 羊毛緞通 吉田鹿之助 80

◎ リボン刺繍ハンドバック 三田静代 81

金華山織 住江織物株式会社 82

◎ リボン刺繍手提バック 清水コキク 83

蝋染刺繍入糸瓜棚文テーブルセンター 赤松清三郎 84

富士絹友禅（日萬萬歳） 株式会社田村駒商店 85

倭刺繍卓布 横山三郎 86

◎ モスリン友禅（帯側） 株式会社伊藤萬商店 87

正倉院御物模樹皮色綴織成丸帯地 龍村平蔵 88

刺繍卓被 松山彌五郎 89

チ、小間物ノ部 ◎ 瑪瑙製スワン帯止 林田伊三郎 90

瑠璃珠首飾 依田新右衛門 91

ゴード革製ハンドバッグ 杉江新兵衛 92

◎ 玩具照リト降リ 伊達佐一郎 93

3 摘ミ細工玩具（花車、宝船、鯛車） 山田久治郎 94

金砡合製欧米向デスクセット及写真立 株式会社　山中商会 95

十八金縄目彫刻金縁眼鏡 梶　彦兵衛 96

◎ 象牙菊彫帯締 湯浅千代三郎

◎ 錫胎亜字式七宝文花瓶 島野新太郎

◎ 切子硝子平皿 赤松栄七

◎ 莨セット 吉田岩平

◎ 瑪瑙唐船彫帯締 湯浅千代太郎

左記ハ天覧品ニアラザルモ特ニ御買上ノ光栄ニ浴シタルモノナリ。
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Research on the Background of the "Exhibition Commemorating the Imperial 
Visit" and the Decision by the Konoike Family to Exhibit Textiles 

 

NAKANO Tomoko

 

   This study began with a cut-out survey caption that came with the Kosode that Osaka Museum of History 

was donated by Mr. Konoike Zenemon. These captions were used in "Exhibition Commemorating the Imperial 

Visit", that was held in 1934 and 1933. I examined the background of the holding of the exhibition at the 

beginning. Then I examined Kosode and textiles exhibited from Konoike family. I also reported about handed 

down of these objects. At the end of the document, I have also proposed a new point of interest necessary to 

research the history of arts and crafts to Showa prewar period from the late Meiji period. 

《表④ 「第一回名家秘蔵品展」鴻池家出品作品一覧》 

頁 内容 所在確認

1 書付 個人蔵

裂箪笥 個人蔵

文庫 未詳

2 法隆寺裂 未詳

3 興福寺 個人蔵

不明 未詳

4 茶入（２カット） 未詳

名物米市金襴（２カット） 個人蔵

5 白極（２カット） 個人蔵

6 正法寺（２カット） 個人蔵

本能寺（２カット） 個人蔵

7 藤種（２カット） 個人蔵

宗薫（２カット） 個人蔵

8 珠光（２カット） 個人蔵

道元（２カット） 個人蔵

頁 内容 所在確認

9 不明 未詳

10 剣先 個人蔵

11 金地宝珠千仏体（２カット） 個人蔵

12 不明（２カット） 未詳

大鶏頭（２カット） 個人蔵

13 長楽寺（２カット） 個人蔵

大燈（２カット） 個人蔵

14 雪ノ下（２カット） 個人蔵

15 芳野（２カット） 個人蔵

鎌倉（２カット） 個人蔵

16 弥三右衞門（２カット） 個人蔵

望月（２カット） 個人蔵


